
キヤノンが開発した複合現実（MR）システム「MREAL（エムリアル）」は、現実世界と仮想のCGをシーム
レスに融合し、製品設計や建築、エンターテイメントなどの分野で活用されています。XR領域の技術発展
を目的に教育機関を支援するアカデミックパッケージをご用意しております。

このようにXR技術は教育活用において、学習効果の向上、学習意欲の喚起、実践的なスキル習得など、
様々なメリットがあります。今後の教育現場での更なる活用が期待されています。

未来を創る最新技術で教育と研究を革新
体験学習で手軽に活用

MREAL
アカデミック
パッケージ

XRの活用メリット

学習意欲の向上場所の制約解消

安全な実験環境

リアルな体験学習 移動コストの削減移動コストの削減

設備費用の削減

学校・公共の教育施設・研究機関 向け
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国際医療福祉大学の授業にて活用されています。
リアルの人体模型とバーチャルの臓器データを融合
して実践イメージと同じような状況下で学べます。
複合現実（MR）を用いたインタラクティブな授業は、
学生たちはより深い理解と実践的なスキルを身につ
けることができます。

メタバース空間で学ぶ

実際の活用例

■  理　　科 :  分子モデルの3D表示と操作、危険な化学実験のシミュレーション
■  歴　　史 :  古代都市のMR再現、歴史上の人物とのインタラクション
■  地　　理 :  世界各地の景観や文化をVRで体験、地球儀をARで立体的に表示
■  数　　学 :  複雑なグラフや図形を3Dで視覚化、空間認識能力の向上
■  語　　学 :  外国語でのコミュニケーションをMR空間で実践、異文化体験
■  職業訓練 :  医療手技のシミュレーション、機械操作のトレーニング

学習分野別　活用シーン

医療トレーニング機器とMREALを組み合わせて学んでいる様子

医学部での活用

     学校（大学・高校・中学校・専門学校）
 公共の教育・研究機関（博物館・美術館など）
※ 教育関連のイベントによる一時的な利用、または企業によるXR技術を活用した
    研究目的の利用を除く

対　象

適用条件

1
2

     MREAL X1 または S1  本体
 MREAL 基本ソフトウェアライセンス（無償提供）

パッケージ内容
1
2

※ 詳細条件はお問い合わせください

 教育目的で３台以上の購入／研究開発目的で１台以上の購入
 年1回レポートのご提出（活用状況の確認）
 非営利団体

1
2
3

※ 稼働環境として、別途PC（別費用）と、表示アプリケーションが必要です。
※ パッケージ価格には、保守サービス費用と、セットアップ費用は含まれておりません。必要に
応じてお見積りいたします。

アカデミックパッケージ価格

フラグシップモデル

MREAL  X1
通常価格
290万円 ������

万円 ～

万円 ～

エントリーモデル

MREAL  S1
通常価格
240万円 ��
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